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操業による工場の省エネルギー化

Case 01

12
マルチテナント型物流施設の
ZEB化

Case 02

サステナビリティ基本方針 20

16
六十谷水管橋の崩落事故の
復旧更新工事

Case 03

私たちは、SDGsの17目標の中で、
事業活動の遂行を通じて特に大きく貢献できる6つを
重点的に取り組むゴールとして掲げました。
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3
STAGE 新技術・新事業の本格的な普及ステージ

■洋上風力発電（一般海域）事業加速
■CCUSの社会実装
■水素社会の構築

既存の脱炭素・低炭素商品の強化・拡大
カーボンニュートラルの潮流を捉えた新技術・新事業の開発・実証
■洋上風力発電（港湾区域）、地熱発電、汚泥燃料化、バイオマス発電、コークス乾式消火設備（CDQ）、廃棄物発電等の建設・操業
■高効率エネルギー供給サービス（天然ガスコージェネ）

1
STAGE

新技術・新事業の導入・拡大ステージ
■洋上風力発電の拡大（港湾区域→一般海域への展開）
■CO2分離回収技術（ESCAP®）の普及
■CCU（メタネーション等）、CCS実用化
■水素インフラ整備（水素ステーション、水素パイプライン）加速
■グリーン水素・ブルー水素の社会実装開始
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現在 2025 2030頃

脱炭素・循環型社会の形成を主たる事業ドメインとして展開

当社は「2025年までに脱炭素・低炭素商品の売上構成比率を50%超にする」という目標を掲げました。

2020 2021 2025

脱炭素・低炭素商品の売上構成比率を50％超に

30%
37%

2022

46% 50%

※脱炭素・低炭素商品内訳
■ コークス乾式消火設備（CDQ）
■ 廃棄物発電設備
■ 下水汚泥固形燃料化システム（ジェイコンビ®)
■ コージェネ設備
■ 風力発電設備
■ バイオマス発電設備
■ 地熱発電設備
■ ZEB

脱炭素・低炭素商品※の売上比率 （KPI、実績）

カーボンニュートラルな未来へ。
エンジニアリング力をより磨いて
当社グループは、2050年に温室効果ガスの排出量を実質（＝ネット）ゼロにするという
世界共通の目標達成に向けて、カーボンニュートラルへの取り組みを成長戦略の中心に据え、
持続可能な循環型社会の実現に貢献していきます。

NET
ZERO
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